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１．概要（Summary） 

全固体 Li 電池の⾼性能化に向けて、⾼ Li 伝導度を
もつ材料(固体電解質)の合成が急務となっている。本
研究では、⾼ Li 伝導固体電解質を合成するための成
膜条件の⾼速最適化に向けて、1): 「全⾃動でスパッ
タ成膜」、2): 「イオン伝導度測定」、3): 「測定結果を
基にしたベイズ最適化による次の成膜条件指⽰」のサ
イクルを全⾃動で回すシステム構築を⽬指している。
前年度に引き続き、2019 年度では櫛形の Au パターン
電極を作製し、イオン伝導率の⾃動評価に取り組んだ。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

⾼真空蒸着装置、マスクレス露光装置、ダイシングソ
ー、電⼦ビーム露光データ加⼯ソフトウェア 
【実験方法】 

20mm ⾓、0.5 mm 厚のガラス基板上に、Fig. 1 のよ
うな Au 櫛形電極パターンを作製した。2 層レジスト
露光により形成させたパターン上に我々の研究室の
スパッタ装置を⽤いて Cr(5 nm)、Au(100 nm)の薄膜を
堆積し、アセトン浸漬によるリフトオフを⾏った。こ
のパターン基板を⽤いて Li3PO4 を⾃動成膜し、イオン
伝導率を⾃動評価した。 

３．結果と考察（Results and Discussion）  

 Au 櫛型電極上に⾃動成膜した Li3PO4 においてイオ
ン伝導率を⾃動計測したところ、半円弧上のナイキス
ト線図が得られ、4×10-7 S/cm の値を得た。通常のデ

バイス措置と同等の値であり、櫛型電極上での⾃動評
価が可能であることがわかった。 

 ⼀⽅で、ガラス基板上パターン作製において、線電
極の剥離が頻発し(図 2 左)、再現性が悪いことが問題
となっている。この剥離性は基板にも依存するが(サフ
ァイア基板上では⽐較的再現がよい)、密着性と⾦属蒸
着後のリフトオフはトレードオフの関係にあり、再度
の条件検討や基板の表⾯処理を⾏う必要がある 

４．その他・特記事項（Others） 

 なし。 
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６．関連特許（Patent） 

なし。 

 

 

 

 

図 1: Au 櫛形電
極パターン図 
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図 2: パターン電極の光学顕微鏡像。(左)ガラス、(右)

サファイア基板 


